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地域通貨導入 背景

地域通貨

の

とは

近年、 国 地域通貨 取 組 急

速 広 、現在国内 超

地域通貨 。地域

通貨 西欧 低所得 失業率

高 経済的貧困地域

政策 提案 。 国

活発 導入 背景 、経済的要因、
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表 地域通貨発行方式 長所 短所１ のちがいによる と

資料：西部忠「地域通貨 知 」を ろう

長 所 短 所

紙

幣

方

式

簡便 匿名的
現行通貨 使用感覚

ー 機能
不特定多数 広

発行権限 集中
発行団体 信用創造 可能性
発行 ー 整備、発行量管理 必要
流通経路、取引集計 困難
流通範囲 限定 困難
偽造 可能性
法的問題 生 恐

口

座

方

式

各個人 交換時 通貨 発行
信用創造
赤字 持
会員制 構築 容易
流通経路 特定可能、不正防止
流通範囲 限定
赤字限度 設定可能
電子 ー 短所 克服 可能

記帳 手間
運営 管理 必要

ー 生 可能性

手

形

方

式

各個人 交換時 通貨発行
信用創造
赤字 持
遠方 相手 取引可能
通貨取引時 簡便

ー 機能
不特定多数 広

発行 手間
流通経路、取引集計 困難
流通範囲 限定 困難
偽造 可能性
管理 監視 困難
赤字限度 設定不可能

ー 生 可能性大

で
に

シンボリックなアピ ル あり
に がりやすい

の
による の

ル ルの が
が

の が
の あり

が じる れあり

が に を
なし

が てる
なのでコミュニティ が
が になる
を できる
が

マネ による の が

に がかかる
や が

モラルハザ ドが じる あり

が に
なし

が てる
の とも

には
シンボリックなアピ ル あり

に がりやすい

に がかかる
が

の が
の あり
や は

が
モラルハザ ドが じる

ば は にパソコンを して を

け る は の し になって

を け る は の どもを かって

を け る このように がサ

ビスを する になったり ける になっ

たり に を えながら が

し の を する また の

で し の が であれば は

は となるが の を

すればゼロになる その いくら が

り されようと の の はゼ

ロになる
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資料：西伯町作成パンフレット

図 銀行 仕組２ あいのわ の み

そのときにはサ ビスを する の な

どの によりかつてサ ビスを した

がサ ビスの を けられないおそれも

ある そこで では された に

じ を み ており あいのわ で

サ ビスを できない はその を

に したヘルパ の なども し

ており が してあいのわ に

できるよう を している

また とするサ ビス も

は サ ビスを とした のある

サ ビスだけであったが くボランタリ

な を とできるよう から

は の などの のいない に

も されている

あいのわ は の

の に し の け いと

による の づくりをすすめ

がしあわせで して らせる のまちづ

くりに する ことを に を

とした サ ビスなどを で え う

ものである スタ トしたのは

であり に けてサ ビスを

することは きな があった また

も を うものと

して してきている さらに

の サ ビスの によって ボランティ

ア の を するとともに な

ボランタリ な を することが

される

み

あいのわ の なサ ビス

は からのサ ビス の に

づき サ ビスが できる を

するというものである サ ビスを けた

は に につき

が を わなければな

らない の は

が っており に は の を

している の

には として が えられて

いる のほか サ ビスを して

け った も いに できるほ

か の へ することも である

なお がなくなった は で

することもできる

とするサ ビスの は サ ビ

ス し などの サ ビ

ス の の サ ビスがある

あいのわ の は と

が を り って うことはなく

の に づき すべて の

すなわち が

と の を して サ ビスの

が われる

あいのわ の にかかる は

に づき が しているものであるため

の から されている の

を している に

しても から として な が

われている なお から ら

れた は の サ ビスを

するための に み てられている

の

あいのわ による な としては

のようなことがあげられる

え い の

ー 提供 世代 減

要因 ー 提供 会

員 ー 提供 受

。 、町 、預託 時間数

応 基金 積 立 、 銀行 介

護 ー 提供 場合 基金

財源 雇用 ー 派遣 考慮

、住民 安心 銀行 参加

制度 保証 。

、対象 ー 内容 発足当初

介護 ー 中心 相手 福祉

ー 、広 ー

活動 対象 、平成 年度

道路 清掃活動 相手 活動

拡大 。

② 目的

銀行 、「住民 自助、互助、互

恵 精神 依拠 、住民相互 助 合 信

頼 共生 社会 」「住民

安心 暮 福祉

寄与 」 目的 、介護 中心

福祉 ー 世代間 支 合

。 ー 介護保険導入

前 、介護保険 先駆 ー 提

供 大 意義 。 、介

護保険導入後 、介護保険制度 補

、機能 。 平成 年度

対象 ー 拡大 、

間 不公平感 軽減 、様々

ー 活動 活発化 期待

。

③ 仕組

銀行 一般的 ー 提供方法

、利用会員 ー 提供 依頼 基

、 ー 提供 協力会員 派遣

。 ー 受 利

用会員 協力会員 利用点数（ 時間

点。 日 点 限度） 支払

。点数 管理 、西伯町社会福祉協議

会 行 、 年 度 会員 点数

公表 。 歳以上 西伯町民（基礎会

員） 基礎点数 点 与

。基礎点数 、 ー 提供

受 取 預託点数 支払 利用

町内 親族 贈与 可能 。

、点数 場合 点 円

購入 。

対象 ー 内容 、配食 ー

、掃除、洗濯、話 相手 介護 ー

、道路 清掃等 環境保全 ー 。

銀行 利用 、協力会員 利用会

員 直接連絡 取 合 行 、

利用会員 要望 基 、 銀行 事務

局、 西伯町社会福祉協議会 利用会

員 協力会員 間 仲介 、 ー 提

供 行 。

銀行 運営 費用 、町条

例 基 町 実施 、

町 予算 支出 。銀行 管理・

運営 受託 西伯町社会福祉協議会

対 町 委託料等 必要 経費

支払 。 、賛助会員等 得

現金収入 、将来 介護 ー 提供

基金 積 立 。

④ 導入 効果

銀行実施 主 効果 、

次 。

）支 合 精神 高揚
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いう ちとともに し すことと わせ

てグリ ンカ の となる の を

すためのツ ルとも えられる

グリ ンカ シェアリング は

から モニタ を り ヶ

を した を とする を

で してもらうというものである

は から したものを する

の は は が っている

の

である は

が となっており が

となって を き みながら

の にあたるものである

わかばは までの であるの

で はそれ になるが この は

の

モデル コミュニ

ティビジネス の を けて さ

れるものであり を しながらコ

ミュニティビジネスを し エネルギ

のリサイクルなどの の を る

モデルとなることが される

これまで の の り みを

てきたが これらの から のことが

えるであろう まず の は で

そのうち は の り みで

あり の り み は にみて

ないといえる しかし に づいて

していく は に べ の

が く っているといわれる に

おいて よく する が い

の な によりコミュニティが

され が されることが さ

れよう

に に すると のうち

は が するものであり

による も の が まったば

かりである が った

によると に れば の

は が や の で

を めると が とし

て されており や が

わるものは めて ないという が さ

れている これは が するな

かで の に し の

のツ ルとして されているものと

えられる と を びつけ を み

し くの が できる は

にとっても との を するうえで

なツ ルといえるだろう で

も に を り れ それを

が するということになっていくと

われる

また の は サ ビスの や

の を とするもので な

を とするものはない に て

も に を いた が

どおりの を ている は ないようで

あるが の により で や

サ ビスを させることができれば

も み が を うのに な

として を うようなれば

ビジネスチャンスを することもでき

の につながっていくであろう

このような に み でも

を とする に に り ん

でいくことが される

ここで なのは が してい

くことであって のように き

りしか されず に ってしまう

と しないものであっては

は されている が れで

を できたり イベント の のボラン

ティアに で うことができるなど

な が である

さらに がマ ケット

を くことで ずしも を としな

気持 評価 直 合

ー ー 燃料 廃食油 回収

促 ー 考 。

ー ー 事業 、地区住

民 人程度 ー 募 、約 月間、

廃食油 精製 油 燃料 車 台 共

同 利用 。廃食

油 地区住民 回収 使用 。

廃食油 精製 今回 業者 行 。

④ 導入 効果

事業実施主体 ＮＰＯ 大学教授、学

生、地域住民 核 、地域住民

主体 、地域全体 巻 込 地

域 課題解決 。

平成 年 月 実験

、評価 以後 、 事業 経

済産業省 「平成 年度企業・市民等連携環

境配慮活動活性化 事業（環境

事業）」 指定 受 実施

、地域通貨 活用

展開 、 ー資

源 地域 課題解決 図

期待 。

鳥取県内 地域通貨 取 組

見 、 事例 、次

言 。 、県内 事例 例 、

例 期間限定 実験的取 組

、本県 取 組 事例 全国的 少

。 、信頼 基 流通

地域通貨 、都会 比 地域社会

連帯感 強 残 鳥取県

、 機能 可能性 高 。地域通

貨 積極的 導入 再生

、地域経済 活性化 期待

。

次 、運営主体 注目 、 件

件 自治体 主導 、住民主

導 件 期間限定 実験 始

。仙台都市科学研究機構 行

調査 、全国的 見 、活動 主体

、 割強 市民有志 任意 市民団体 、

ＮＰＯ法人 含 、 割 市民活動

実践 、行政 商店街・企業 関

極 少 結果 報告

。 、市民活動 活発化

、地域通貨 性質 着目 、地域 課題

解決 ー 活用 考

。人 人 結 、交流 生 出

、多 住民 参加 地域通貨 、行

政 市民 協働 推進

有効 ー 。今後鳥取県

、市民活動 地域通貨 取 入 、

行政 支援 思

。

、県内 事例 福祉 ー 提供

環境 保全等 目的 、経済的

効果 目的 。全国的 見

経済的効果 重点 置 地域通貨 目的

効果 得 事例 少

、地域通貨 使用 地域内 財

ー 循環 地産地

消 進 、地域通貨 事業 行 必要

資金 法定通貨不足 補 、

創出 、地

域経済 活性化 。

点 鑑 、鳥取県内 経済的効

果 目的 地域通貨 積極的 取 組

期待 。

大切 、地域通貨 循環

、地域振興券 回

使用 、一度商店 入

循環 経済的波及効果

疑問視 。商店 仕入 地域通

貨 使用 、 等 際

地域通貨 支払 、

様々 工夫 必要 。

、地域通貨主催団体等 ー

開 、必 商店 参加者

15
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１
２
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３
２

３
２

１

５
８

１

６ 県内地域通貨 課題の
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くても や の につながって

いる もある すなわちマ ケットで

が した を り その の

または を で け る その

の は など り のメッ

セ ジ のあるものであることが い

は りなどの のボランティアを

りその として を す に

がたまらないよう をしながら

を させることで が

む が に に せ

した とすれば も に

な を で け り

をすることも である

では を のツ ル

としてとらえ している が いようで

ある や ではモデル を

し や などの な

がされており などでは

が となって り んでいるほか

や の によって して

いる もある として の

り みを にするためには として

のような が えられるだろう

で り み が なく が

に していない では

に する な を し く に

を ってもらい の や

を させ の につ

いて とともに していくことがまず

となるだろう そのために の

やパンフレットの を い

の や み での り み を

するなど に に

り むことが えられる

の

の がある に して

に う に を す

るなど たちの を し

を させるのを することが え

られる

また の は には

が として われていることから

を っていく も め との

の で そのものを させ

る も であろう

の

を する に して

ち げ や における

の などの

や の の に

する など な の を わな

い など のニ ズに じ な

が えられる

また これらの をモデル として

して い の で られたノウハウ

を し すれば の となるモデ

ルケ スを すことができ さらなる

の が がり していくことが でき

る

の

が の いや け り

として に し の や

の を させることが えられる

の

ではこれまで

で を した

の に するモデル

を し が にもたらす

の や り みモデルの

がなされ を に

びつけるためのポイント が されている

また では の が

にできる を したシステムを

に し する

がシステムを で できるようにする

を すなど を させるため

地産地消 経済 活性化

例 。 ー 地元農

家 栽培 農産物等 売 、 代金 一

部 全部 地域通貨 受 取 。 際

農産物等 有機栽培野菜 作 手

ー 性 多 。農家

側 草取 農作業 募

対価 地域通貨 渡 。農家側

地域通貨 工夫 、

地域通貨 循環 、地産地消 進

。主催団体 販売時 仕入額 若干上乗

販売額 主催団体 運営等 必要

資金 地域通貨等 受 取 、社会的起業

可能 。

自治体 、地域通貨 市民協働 ー

、支援 例 多

。愛媛県 静岡県 事業 指定

、資金援助 指導助言 積極的 支援

、神奈川県大和市 自治

体 主体 取 組 、資金

援助 講師等 人材派遣等 支援

自治体 。鳥取県 地域通貨

取 組 活発 、行政

次 支援策 考 。

①広報・普及啓発

県内 取 組 事例 少 、地域通貨

一般 浸透 鳥取県 、地域通貨

関 様々 情報 提供 、広 住民 地

域通貨 知 地域通貨 認知度 信

頼度 向上 、地域通貨導入 必要性

住民 検討 第

一歩 。 、講演会 開

催 作成等 行 、地域通貨

意義 仕組 、各地 取 組 事例 紹

介 、広報、普及啓発活動 積極的

取 組 考 。

②講師等 派遣

地域通貨導入 意欲 地域等 対 、

自主的 行 研修会、講座等 講師 派遣

自分 地域通貨 設計 地域通貨

実施 具体化 支援 考

。

、地域通貨 運営団体 全国的

割 市民活動 行 、

地域通貨 担 活動 含 、住民

協働 観点 市民活動 活発化

施策 重要 。

③運営団体等 支援

地域通貨 運営 団体 対 、運営組

織立 上 時 活動開始時 経費援助、

運営資金 助成 金銭的支援、活動拠点

会議室等 提供、広報活動 協力、運営

関 助言 直接的 金銭 負担 伴

支援 、運営団体 ー 応 様々

支援 考 。

、 支援 事業 指

定 行 、支援 過程 得

蓄積 、公開 、他 参考

ー 示 、 地域通

貨 輪 広 普及 期待

。

④自治体 参加

自治体 地域通貨 支払 受 取 主体

交換 参加 、取引 活性化 地域通

貨 信頼度 増加 考 。

⑤国 支援

国 平成 年度経済産業省中小

企業庁委託調査事業 「地域通貨 活用

地域商業等 活性化 関 調査事業」

実施 、地域通貨 商業活性化

効果 提示 地域通貨取 組 調査、

検討等 、地域通貨 商業活性化 結

等 示 。

、総務省 、地域通貨等 管理 簡単

ＩＴ 活用 平成 年

度 開発 、平成 年度以降希望 自治体

無償 使用 方

針 示 、地域通貨 普及 様

７ 行政 支援の

８

14

16
17
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々 支援方策 検討 。

地域通貨 、主 再生機能、

地域経済活性化機能 、地域通貨 導

入 地域 課題解決 効果

、 効果 目 見

時間 要

。 、人 人 結 、

市場 評価 ー

活動等 評価 、人 交流 生

出 、 経済社会 体質 変化

中 、 問題解決 図

、地域通貨 性質

。 点 、長期的 展望 持 、

地域通貨 導入 目的 、地域

通貨 何 解決 目的 明確 設定

、問題 解決 当 大切 。

地域通貨 活発 公共的課題

地域住民 協働 解決 社会 到来 看

過 。地域通貨 効果的 働 、

目的 達成 、ＮＰＯ 支援

広範 協働社会 基盤 整備

大切 。

今後、地方分権 進展 対応 、

市民協働社会 変革 、自立度 高 地域

分権時代 社会 変

求 。地域通貨

自分 力 取引 自発的主体的

参加 、自然 地域社会 再生 地

域経済 活性化

。地域通貨 通 地域 問題

地域住民 主体的 参加 地域

地域 決 自己統治、精神的

自立 促 、 工夫 地産地消

経済 地域内循環 生 経済的 自立 助

、地域通貨 地域自立 有効

ー 大 可能性 秘 。

・「地域通貨 知 」西部忠（岩波

）

・「地域通貨 地域自治」西部忠（公人 友社）

・「 ！地域通貨」 地域経済

研究所（学陽書房）

・「 ー ー 駆逐 」加藤敏春

（勁草書房）

・「 遺言」河邑厚徳、 ー 現代

（日本放送出版協会）

・「 警鐘」坂本龍一、河邑厚徳（日本

放送出版協会）

・「中国地域 ー経済 地

域 活性化」中国地方総合研究 ー、

・「地域通貨 活用事例 関 調査研

究」仙台都市総合研究機構、

・「地域通貨 現状～ＳＵＲＦ 講演集

～」仙台都市総合研究機構、

・「豊 目指 地域

通貨 可能性」北海道自治政策研究 ー、

・「地域通貨 再生」和歌

山社会経済研究所、

・「事業創造型地域通貨 可能性 関 研

究」 ー 、

・「地域通貨 活用 地域商業等 活性化

関 調査事業調査報告書」日本総

合研究所、

・「地域支 合 地域通

貨」愛媛県保健福祉部、

・「 ー 事業基本調査報告書」

県境 、

・「地域通貨 ー 導入実態 意義」

朴相獻（ＴＯＲＣ ー ）
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